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コロナ禍でも国内留学で観光学の学びの機会を創出！ 

～沖縄県の公立名桜大学に 2021 年度から国際観光学部の学生 3 名を派遣～ 

阪南大学（所在地：大阪府松原市、学長：田上 博司、以下、本学という）は、コロナ禍におい

ても、学生の多様な学びの機会を創出するため、沖縄県の公立名桜大学（所在地：沖縄県名護市、

学長：砂川昌範）との国内留学の協定に基づいて、本学国際観光学部の学生 3 名を 2021 年度か

ら派遣することとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【背景】 
昨今の新型コロナウイルス感染症の影響で、各大学では学生を海外留学に送り出せず、学生の

学びの機会が損失している状況が続いています。 
このような中で、包括連携協定を結んでいる公立名桜大学に、国内協定留学として「観光学の

基礎を身に付けた国際観光学部の 3 名の学生」が本学から初めて派遣されることとなりました。 
沖縄県という大阪府とは異なる文化・環境で、名桜大学の特色ある授業の受講や現地の学生と

の交流、リゾート観光の実態を現場で体験する等、観光学を中心に、貴重な学びの機会を創出し

ていきます。 
 

【公立名桜大学との包括的な連携協定について】 
本学と名桜大学は、両大学に所属する教職員、学生の交流などを通して、相互の知見の理解

と教育・研究に関して連携活動に必要な情報の共有に努め、相互に連携協力し、両大学の発展

に資することを目的に、包括的な連携協定を 2019 年 12 月に締結しています。 
互いの学生の派遣と受け入れを行う相互交流を推進し、1 年または半年の期間、単位互換制

度を導入したことにより、追加学費納入のない国内協定留学が可能となり、学びの機会を創出

していきます。 

【本件に関するお問い合わせ先】 

阪南大学 総務企画課 担当：小原（オハラ） 

電話：072-332-1224（代） FAX：072-336-2633 e-mail：koho@hannan-u.ac.jp 

阪南大学と名桜大学の外観 


